
田検保育所の恒例行事『もちつき大会』のようす。自分たちで丸めたお餅をうれしそうに味見していました。
【写真撮影＝田検保育所（12月 16日）】
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村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
当
た
り
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
政
を
預
か
る
私
も
村
長
就
任
以
来
、
村
民
の
皆

様
方
に
は
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
村
政
運
営
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
事
に
対
し
村
民

の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
私
が
村
長
就
任
し
て
、
四
年
目
を
迎
え
一

期
目
の
仕
上
げ
の
年
と
な
り
ま
し
た
、
こ
の
間
、
公

約
を
実
現
す
る
た
め
常
に
村
民
と
目
線
を
同
じ
に
し

て
語
り
合
い
、
村
の
発
展
を
願
い
つ
つ
村
政
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
、
そ
の
事
が
徐
々
に
成
果
と
し
て
表

れ
て
き
て
い
る
事
が
村
民
の
皆
様
に
も
感
じ
ら
れ
て

い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
衆
議
院
選
挙
に
於
い

て
は
民
主
党
が
大
勝
利
を
治
め
政
権
与
党
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
政
策
も
大
き
く
変
わ
っ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

も
政
治
主
導
型
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
の
整
備

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
は
、
先
ず
、
一
次
産

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
、
本
村
の
豊
富
な

山
林
の
活
用
や
、
少
な
い
農
地
を
活
用
し
た
高
収
益

の
農
産
物
を
生
産
さ
せ
る
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為

に
昨
年
、
大
潟
浜
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
完
成
さ
せ

て
活
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
是
非
、
こ
の
活
性
化
セ

ン
タ
ー
か
ら
付
加
価
値
を
高
め
た
宇
検
ブ
ラ
ン
ド
を

出
荷
し
た
い
も
の
で
す
。

　

村
内
に
お
い
て
は
各
地
で
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
特
に
国
道
へ
通
じ
る
湯
湾
新
村
線
の
工
事

が
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
一
方
、
県
道
、
名

瀬
瀬
戸
内
線
の
須
古
橋
の
架
け
替
え
工
事
で
は
工
事

期
間
中
、
村
民
の
皆
様
方
に
大
変
不
便
を
か
け
ま
し

た
が
今
年
、
三
月
中
に
完
成
す
る
運
び
と
な
り
ま
す
。

こ
の
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
車
両
等
の
離
合
も
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
交
通
面
も
安
全
・
安
心
が
保
た
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
よ
り
改
修
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

す
防
災
無
線
も
完
成
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
進
め
て

お
り
ま
す
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
も
一
月
四
日
に
開
局
す

る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
開
局
に
よ
っ
て
村

独
自
の
番
組
放
送
が
制
作
さ
れ
、
村
民
が
年
一
回
は

参
加
し
て
頂
く
番
組
を
計
画
し
て
お
り
、
楽
し
み
の

ひ
と
つ
に
な
る
も
の
と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
村
民
全

員
参
加
で
地
域
の
放
送
番
組
を
創
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
村
民
の
皆
様
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

村
政
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
で
あ

り
、
最
小
経
費
で
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
小
さ
な
村
が
大
き
く
輝
く
村
に

な
る
よ
う
に
村
民
と
共
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

　
　

平
成
二
十
二
年　

一
月
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村
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
、
宇
検
村
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
、
村
民
の
議
会
活
動
に
対
す
る
、

深
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
議
員
一
同
、
住
民
本
位
の
目

線
で
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
村
政
発
展
に
全
力
で
、

頑
張
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
情
勢
を
見
ま
す
と
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

問
題
に
端
を
発
し
た
世
界
的
経
済
不
況
の
中
で
、
大

手
自
動
車
産
業
の
、
縮
小
・
廃
止
な
ど
、
世
界
の
構

造
機
構
の
大
き
な
変
化
等
を
思
う
と
き
、
ま
さ
に
世

界
の
大
不
況
の
風
を
感
じ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
に
あ
り
ま
し
て
は
、
自
民
党
政
権
か
ら
民
主

党
政
権
に
政
権
交
代
が
あ
り
、
新
年
度
の
予
算
編
成

の
た
め
、
事
業
仕
分
け
と
称
し
て
、
各
事
業
の
見
直

し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
地
方
行
政
や
地
域
経

済
に
も
今
後
の
不
安
を
残
し
、
住
民
の
負
担
増
に
つ

な
が
る
こ
と
は
な
い
の
か
、
そ
の
推
移
を
し
っ
か
り

と
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
内
に
お
い
て
は
、
宇
検
村
長
期
振
興
計
画
（
後

期
５
ヶ
年
）
が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
三
年
目
の
年
で
も
あ
り
、
来
る
新
年
度
に
お
い
て

は
、
さ
ら
に
希
望
の
も
て
る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

主
立
っ
た
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
湯
湾
地
区
の

村
営
住
宅
の
建
設
や
、
屋
鈍
・
佐
念
地
区
の
道
路
の

改
修
工
事
等
、
ま
た
須
古
橋
の
架
け
替
え
工
事
・
湯

湾
新
村
線
の
大
畑
工
区
の
道
路
改
修
・
村
内
水
道
工

事
が
年
次
的
に
計
画
さ
れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
事
業

が
順
調
に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
診
療
所
の
問
題
も
昨
年

四
月
か
ら
新
し
い
先
生
を
お
迎
え
し
、
診
療
所
職
員

一
同
、
新
体
制
の
も
と
、
村
民
の
健
康
を
願
っ
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
十
年
後
、
二
十
年
後
の
宇
検
村
の

在
る
べ
き
姿
を
え
が
き
、
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

宇
検
村
づ
く
り
の
た
め
、
生
活
基
盤
の
整
備
や
、
環

境
整
備
・
産
業
の
振
興
を
推
進
し
、
さ
ら
に
福
祉
施

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
村
政
の
あ
ら
ゆ
る
重
要
課
題

に
つ
い
て
も
村
当
局
と
充
分
に
審
議
を
深
め
、
皆
様

の
声
を
、
村
政
に
反
映
さ
せ
、
議
会
と
し
ま
し
て
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
難
の
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
民

の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
村
当
局
と
連
携
を
図
り
、
皆
様
方
が
安
心
し
て

暮
ら
し
、
住
み
よ
い
宇
検
村
に
な
る
よ
う
、
議
会
議

員
一
同
、
更
な
る
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

今
年
一
年
が
、
最
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
二
年　

一
月
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＊このコーナーでは，宇検村内の旬な出来事を紹介します。みなさ
　んの周りにあるめずらしいことなど，情報をお待ちしています。

宇検村役場  総務企画課  広報係  ☎ 0997-67-2211

　11月15日に第24回名瀬ライオンズクラブ（LC）杯・
第 32 回奄美支部杯剣道大会小学校の部が，奄美市名
瀬の大島工業高校体育館で行われました。
　団体戦の奄美支部杯では，高学年，低学年ともに若
竹剣道スポーツ少年団が優勝を飾り，個人戦の LC 杯

でも，5 年男子の松
ま つ い

井 洋
ひ ろ き

希くん（田検小）と 6 年女子の伊
い も と

元 姫
ひ め の

乃さん（同）がそれぞれ 3
連覇を達成したのをはじめ，各学年の部で 6 名の選手が 3 位入賞を果たしました。
　また，12 月 6 日に奄美市笠利町の太陽が丘体育館で開催された第 4 回奄美市少年剣道大
会碩山杯争奪戦では，小学生男子個人の部で優勝した竹

たけした

下 裕
ゆ う や

也くん（田検小 6 年）が最優
秀選手賞（キャノン賞，JAL 賞）に，準優勝の重

しげ

 充
あ つ き

輝くん（同）が優秀選手賞に輝きました。
　若竹剣道スポーツ少年団は，中学生と合同で週 4 日の稽古を行っています。選手一人一
人が確実に力を付けており，その成果が大会での好成績に繋がっています。

高学年，低学年ともに優勝を飾り奄美支部
杯の優勝旗を手にした若竹剣道の皆さん

　11 月 10 日から 11 日の 2 日間にわたり，久志小
中学校にて文化庁と村教育委員会主催による「言葉に
ついて考える体験事業」が行われました。
　この事業は，演劇や音楽，俳句など各分野の第一線
で活躍する方々から，言葉による表現等を実践的に学

ぶことで，子供たちの言葉に対する関心を高めようと実施されているものです。
　久志小中ではシンガーソングライターの石

い し の だ

野田 奈
な つ よ

津代さんが，2 日間子供たちと交流を
深めながら歌作りを行い，宇検村を題材にした「I LOVE 宇検村」
というオリジナル曲を制作しました。安

あんどう

藤 和
かずひさ

久校長は「言葉
を表現するプロの方に色々な角度から見て頂き，子供たちの言
葉に対する幅を広げたいと考えました。歌詞一つ一つには，子
供たちの思いが込められています。」などと話してくれました。

地域の方を招いてミニライブを行いオリジナ
ル曲を披露しました。（写真提供＝久志小中）

歌詞作りに挑戦する授業のようす
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　11 月 20 日にやけうちの里で，平成 21 年 12 月
末までに結婚 50 年を迎えられた 9 組のご夫婦が出
席し，村合同金婚式が行われました。
　金婚式では，國馬村長より記念品が贈呈され，祝

い唄や祝舞のほか，余興では阿室保育所の子ども達が可愛らしい踊りと島唄で会場を盛り上
げ，石

いしはら

原 久
ひ さ こ

子さん（湯湾）が力強い歌声を披露するなど 9 組のご夫婦を盛大に祝いました。
　代表して渡

わたり

 秀
ひ で み

美さんが「50 年を振り返ると楽しいことばかり思い出されます。この日を
迎えられたのも皆様のおかげです。」などと謝辞を述べました。

【出席者名】徳
と く だ

田隆
た か お

男・芳
よ し こ

子 ( 芦検 ) ／川
かわばた

畑守
まもる

・若
わ か こ

子 ( 芦検 ) ／
松
まつもと

元義
よしてる

輝・シナ子 ( 田検 ) ／森
もり

賢
け ん し

司・キヨヱ ( 田検 ) ／登
のぼり

清
き よ み

巳・
リキ子 ( 湯湾 ) ／渡

わたり

秀
ひ で み

美・ヨツ子 ( 湯湾 ) ／原
はら

末
す え お

男・コマ子 (
石良 ) ／徳

とくやま

山友
ともえい

榮・倫
み ち こ

子 ( 名柄 ) ／山
やました

下春
はるひで

英・松
ま つ の

乃 ( 平田 ) 元気に踊る阿室保育所の皆さん

　

こ
の
ほ
ど
、
宇
検
集
落
の

福
山 

清
光
氏
（
元
宇
検
村
議

会
議
員
）
が
、
永
年
の
ご
功

労
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
双
光

章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
五
日
に
村
長

室
に
お
い
て
、
國
馬
村
長
よ

り
福
山
氏
へ
賞
状
お
よ
び
勲

章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
山
氏
は
、
昭
和
三
十
九

年
九
月
村
議
会
議
員
に
初
当

選
し
、
実
に
四
十
年
余
り
の

永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
、
村
政
の
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙

勲
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

賞
状
を
手
に
す
る
福
山
さ
ん

　第 22 回鹿児島県小学生バレーボール男女優勝大
会（安藤旗）が 11 月 22 日に霧島市で行われ，大
島地区代表で出場した宇検男子バレーボールスポー
ツ少年団が全試合ストレート勝ちで 2 連覇を達成
しました。
　昨年の今大会で，初の県大会優勝を飾った宇検男
子チームは，他のチームの目標となり前回とは逆の
追われる立場として大会へ挑みました。
　子供たちは，そのプレッシャーに負けることなく，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分たちのバレーを貫き見事に優勝を飾りました。
　　また，11 月 28 日に奄美市笠利町で行われた第 14 回南海日日旗争奪小学生バレーボー
ル大会でも，県大会二連覇の実力を見せ，決勝戦で朝日をストレートで下し，出場した 26
チームの頂点に立ちました。

金婚式へ出席された 9 組のご夫婦

※出席者名は敬称略。

県大会 2 連覇を達成した宇検男子バレーの
皆さん。上段が主力メンバーの 5・6 年生
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　世界で奄美本島にしかおらず，絶滅にちかい状態にあ
るリュウキュウアユの保護を目的に毎年開催されている

『リュウキュウアユ産卵場造成イベント』が，11 月 28
日に石良集落の河内川で行われました。

　村教育委員会と奄美リュウキュウアユ保全研究会の主催で行われるこのイベントは，今年
で 4 回目となり，専門の先生方に指導を受けながらリュウキュウアユが産卵をしやすいよ
うな環境作りのため，産卵場の川床造成作業を行っています。
　イベントでは，村元気の出る館でリュウキュウアユの生態
や保護の必要性などについて説明を受け，今回は初の試みと
して養殖されたアユの試食会も行われました。
　その後，石良集落の河内川でスコップやクワを手に，参加
者全員で産卵場の造成作業を行いました。

川につかり産卵場の造成作業を行う参加者

　

十
一
月
二
十
七
日
に
田
検

中
学
校
（
祝
い
わ
い 

義よ
し
ふ
み文

校
長
）
で

は
、
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
で

全
国
で
音
楽
活
動
を
展
開
す

る
宮み
や
ざ
と里 

新し
ん
い
ち一

さ
ん
を
招
い
て

「
生
き
直
し
ラ
イ
ブ
〜
ハ
ン
セ

ン
病
か
ら
の
解
放
〜
」
と
題

し
て
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
と
し
て
生
徒
と

保
護
者
が
参
加
し
、
宮
里
さ

ん
自
身
が
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

と
し
て
体
験
し
て
き
た
話
や
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
五
曲
を
披
露

し
た
熱
い
ラ
イ
ブ
に
聞
き
入

り
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。田検中の生徒と一緒にオリジナル

曲を熱唱する宮里 新一さん

　

十
一
月
二
十
八
日
、
第

二
十
一
回
大
島
地
区
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
奄
美

市
名
瀬
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
学
年
別
で
男
女

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
本
村

の
久
志
校
か
ら
は
小
学
生
も

出
場
し
決
勝
戦
へ
進
む
な
ど

活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

男
子
二
年
の
部
で
小
学
五

年
の
高た
か
だ田 
拓た
く
み実

くん

と
中
学
二

年
の
高た
か
だ田 
泰や
す
ひ
ろ宏

くん

の
兄
弟
ペ

ア
が
準
々
決
勝
ま
で
進
む
と
、

女
子
一
年
の
部
で
小
学
五
年

の
福ふ
く
な
が永 

愛あ
い

さん
・
前ま
え
だ田 

葵
あ
お
い

さん
ペ

ア
が
準
優
勝
。
女
子
二
年
の

部
で
中
学
二
年
の
川か
わ
う
ち内 

杏あ
ん
な奈

さん
・
福ふ
く
な
が永 

優ゆ

い衣
さん
ペ
ア
が
見
事

に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。今大会で活躍を見せた久志

校ソフトテニス部の皆さん

　

湯
湾
集
落
の
伊
村 

廣
文
氏

が
、
社
団
法
人 

全
国
体
育
指

導
委
員
連
合
（
斉
藤 

斗
志
二

会
長
）
よ
り
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
村
氏
は
、
本
村
の
体
育

指
導
委
員
と
し
て
三
十
年
余

り
の
永
い
期
間
勤
務
さ
れ
、

本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
大

き
く
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
四
日
に
村
長
室
に

お
い
て
、
國
馬
村
長
よ
り
伊

村
氏
へ
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

村長より感謝状を受け取る伊村さん

養殖アユを初めて口にする参加者




